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【基準Ⅳ リーダーシップとガバナンス】 

基準Ⅳの自己点検・評価の概要 

法人は建学の精神および教育理念・目的に沿って運営されている。 

理事長は平成25年4月に就任して以来、常任理事に各施設の所属長を加えたメンバーで常任

理事会を構成・開催し、各施設の状況把握、情報交換を密にして提案事項を協議するなどし

て、法人全体を一体化するよう運営している。 

学長は、本学の建学の精神に則り、教育研究内容の向上・充実に努め、強いリーダーシッ

プを発揮している。 

理事長および学長の管理運営体制に問題はなく、十分リーダーシップが発揮されており、

平成27年度は、看護学科の四年制大学移行（平成28年4月）と幼児保育学科講義・管理棟建設

（平成27年12月竣工）という本学の二つの大きな計画を実行した。 

監事は学校法人光星学院寄附行為（以下、「寄附行為」）に基づいて学外より選出してお

り、職務を十分認識し、法人の業務および財産に関する監査を適宜実施して、理事会での報

告等を行っている。 

理事会・評議員会は、私立学校法および寄附行為に基づいて適正に開催されている。 

理事・評議員については法人規模に適した人数に削減し、監事を1名増員して監査態勢を強

化するなど、平成27年6月から新体制がスタートした。 

第三者評価（機関別認証評価）については、平成28年度に受審することとし、そのため評

価機構へ平成 27年 7月に申請することを、平成 27年 5月の理事会に諮り承認を得ている。 
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基準Ⅳ-A 理事長のリーダーシップ 

基準Ⅳ-A-1 理事会等の学校法人の管理運営体制が確立している。 

(a) 現状 

理事長は、初代理事長が唱えた「神を敬し、人を愛する」という建学の精神および「地域

発展の基礎は教育にある」という考えの下、学園の発展にリーダーシップを発揮している。

座右の「立体的総合学園構想」では、地域の要望にも耳を傾けながら、教育理念・目的に則

った教育活動の展開と時代に沿った改革を推進している。（基準Ⅰ-A参照） 

平成25年4月に就任して以来、「学院フェスタ」「法人内各学校の教育に関する研究発表会」

等を実施し、また、これまで系列高校主催で行われていた「関東の集い」を大学・短大を含

めた規模へ再編成するなど、法人内の事業展開、情報共有、交流等に重きを置いた運営をし

ている。これらは法人内教育施設8校の教職員だけでなく、園児、生徒、学生、外郭3団体（後

援会、同窓会、父母の会）との絆も深め、強い連帯感をもたらしている。地元八戸市出身と

いう強みを活かして、地域での本法人の存在価値を高めている。 

平成27年度は看護学科の四年制大学への改組（平成28年4月大学看護学科開設）、短期大学

幼児保育学科講義・管理棟建設（平成27年12月。登記上は増築）等の教育環境の改革と整備

を行った。平成28年4月には「立体的総合学園構想」に基づく具体的改革方針を打ち出し、本

短期大学の大学学部化（名称変更）、ライフデザイン学科の改編等を行う計画を明らかにし

た。 

寄附行為第3条の「この法人は、教育基本法および学校教育法に従い、学校を設置」、同第

13条の「理事長は、この法人を代表し、その業務を総理する」に則り、理事会の開催、評議

員会・常任理事会等学校法人の意思決定機関を適切に運営している。決算及び事業の実績（財

産目録、貸借対照表、収支計算書及び事業報告書）については、毎会計年度終了後2ヶ月以内

に、監事の監査を受け理事会の議決を経て、評議員会での意見を求めている。理事会の承認

を受けた計算書類は教育関係情報を含めホームページにて公開しているほか、閲覧要請に応

じられるよう事務室に保管している。（提出資料-30、備付資料-78） 

理事会については、寄附行為第12条第2項に「理事会は、この法人の業務を決し、理事の職

務の執行を監督する」と定めており、理事長が招集し議長を務め、法人全体の案件を審議し

ている。 

また、寄附行為第19条第8号では「その他この法人の業務に関する重要事項で理事会におい

て必要と認めるもの」は評議員会の意見を聞かなければならないと規定しており、第三者評

価に対する内容等は、理事会での審議・諮問事項となっている。過去の第三者評価において

は、平成22年3月18日付で適格と認定されたが、受審申込み、当該評価に係る進捗状況、審査

状況、審査結果等については、学長が理事会・常任理事会等に随時報告して了承を得てきた。

平成28年度の次回受審に向けて、平成27年5月の理事会および評議員会で受審について上程し、

承認を得ている。（備付資料-76） 

学校法人光星学院寄附行為施行細則では、第5条「本法人は、業務を円滑に運営するため、

常任理事会を置く」とし、第6条「理事会の議決を必要とする事項にあっても、理事会を招集

するいとまがないときは、常任理事会はこれを協議し、専決することができる」、第7条第2

項「常任理事会の招集は、理事長が行い、その議長となる」と規定し、案件の迅速な審議の

態勢を取っている。（備付資料-77） 
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理事数に関しては、本法人の規模に対する適正な定数を検討し、平成26年度に寄附行為変

更認可申請を行なった。平成27年5月31日の任期満了に伴う役員改選で理事を2名減じ、6月1

日からは内部理事6名及び外部理事4名の10名で構成している。内部理事6名は理事長、学院主、

八戸学院大学長、高等学校長、幼稚園長および法人事務局長である。また、外部理事4名は、

弁護士1名、企業経営者2名および法人内高校元校長となっており、いずれも建学の精神を充

分に理解し、法人の健全な経営について学識・見識を有している。私立学校法第38条（役員

の選任）および学校教育法第9条（校長および教員欠格事由）の規定は寄附行為にそれぞれ掲

げており、これを順守している。 

平成27年度の理事会の開催状況は次のとおりである。（備付資料-76） 

 

表Ⅳ-A-1         平成27年度 理事会の開催状況 

開催日 議        案 
出席 

理事数 

平成27年5月22日 議案第1号 平成26年度事業報告について 

議案第2号 平成26年度決算について 

議案第3号 役員・評議員の改選について 

議案第4号 諸規程の一部改正及び制定について 

議案第5号 八戸学院大学・八戸学院短期大学の機関別認証評価について 

議案第6号 認証評価結果の条件に対する改善報告書について 

議案第7号 イノベーションプログラム（基金）決算・予算について 

12人 

9月25日 議案第1号 八戸学院大学人間健康学部学部名称変更について 

議案第2号 規程の一部改正について 

10人 

11月25日 議案第1号 平成27年度補正予算（案）について 

議案第2号 学校法人光星学院イノベーションプログラム（基金）について 

議案第3号 法人遊休資産の活用について 

10人 

平成28年2月24日 議案第1号 学校法人光星学院寄附行為の一部改正について 

議案第2号 八戸学院大学学則の一部改正について 

議案第3号 八戸学院光星高等学校学則の一部改正について 

議案第4号 八戸学院野辺地西高等学校学則の一部改正について 

議案第5号 八戸学院短期大学附属幼稚園園則の一部改正について 

議案第6号 八戸学院短期大学附属幼稚園聖アンナ園則の一部改正について 

議案第7号 八戸学院短期大学附属幼稚園第二しののめ園則の一部改正について 

議案第8号 規程の一部改正について 

議案第9号 八戸学院短期大学学長候補者の推薦について 

議案第10号 八戸学院光星高等学校校長候補者の推薦について 

議案第11号 八戸学院野辺地西高等学校校長候補者の推薦について 

議案第12号 八戸学院短期大学附属幼稚園園長候補者の推薦について 

議案第13号 八戸学院短期大学附属幼稚園聖アンナ園長候補者の推薦について 

議案第14号 八戸学院短期大学附属幼稚園第二しののめ園長候補者の推薦について 

10人 
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議案第15号 共済事業団借入金の借替えについて 

3月23日 議案第1号 平成28年度事業計画について 

議案第2号 平成28年度当初予算について 

議案第3号 常務理事の選任について 

議案第4号 平成29年度学納金について 

議案第5号 新学院構想について 

10人 

 

平成25年4月に設置した教育部門長会議を、平成25年6月から常任理事会へ発展させた。メ

ンバーは常任理事6名（理事長、学院主、事務局長、大学学長、高等学校長、幼稚園長）と教

育部門長（短大学長、高等学校長、幼稚園長2名）であり、教学部門の情報交換の機会、討議

の機会を拡充した。平成27年度の常任理事会は、4月から3月まで計11回開催され、理事会に

上程する案件の審議や各施設の状況報告、情報交換等を行った。 

理事長は「日本私立短期大学協会」常任理事および東北支部理事、「短期大学基準協会」

評議員、「私立短期大学教育振興会」理事を務めていることから、本学学長が入手する情報

の他にも、重要な情報を随時適切に収集している。また、県内他短期大学の動向なども人的

交流の中で収集し、本学の将来構想に生かし、理事会・常任理事会等で報告して理解を得て

いる。 

八戸学院短期大学学則（以下、「学則」）と本学運営に関する規程である「学校法人光星

学院運営組織規程（諸規程集）」は、理事会で決している。（備付資料-77） 

 法人および本学運営に必要な規程の整備状況（抜粋）は、次のとおりである。 

①学校法人光星学院寄附行為 

②学校法人光星学院寄附行為施行細則 

③学校法人光星学院運営組織規程 

④学校法人光星学院運営組織事務分掌細則 

 

(b) 課題 

理事および評議員については、平成27年度、適正な定数に変更した。他に特段の課題はな

い。 
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基準Ⅳ-A 理事長のリーダーシップの改善計画 

理事長のリーダーシップは十分に発揮されている。法人の管理運営体制も確立されており、

特段の問題はない。 

 

［基準Ⅳ-Aの提出資料］ 

提出資料-30 学校法人光星学院寄附行為 

 

［基準Ⅳ-Aの備付資料］ 

備付資料-76 学校法人光星学院理事会議事録［平成27年度］ 

備付資料-77 諸規程集 

備付資料-78 学校法人光星学院ウェブページ「情報公開」 

     http://kosei.hachinohe-u.ac.jp/kg/management/ 
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基準Ⅳ-B 学長のリーダーシップ  

基準Ⅳ-B-1 学習成果を獲得するために教授会等の短期大学の教学運営体制が確立している。 

(a) 現状 

学長は「憲法」および「教育基本法」の精神を尊び、学識に優れ、学問および教育に熱意

を有する者である。建学の精神を深く理解し、教育行政に関して識見を有しており、教育・

研究・地域貢献の推進を継続するとともに、短期大学の向上・充実に向けて努力している。 

学長は「八戸学院大学・八戸学院短期大学学長選考規程（諸規程集）」に基づいて選考、

任命されている。平成28年2月24日開催の理事会において学長外崎充子の再任（第2期）が承

認された。（備付資料-77） 

学長は教育運営の最高責任者として、その権限と責任において教授会の意見を斟酌して最

終的な判断を行っている。定期的に学科長会議を開催して3学科長との情報交換を行い、教員

や学生の指導に当たり、学習成果の獲得・向上に努め、本学の運営にリーダーシップを発揮

している。 

平成25年4月に学長に就任して以来、自己点検・評価委員長を兼務し、「自己点検・評価」

と学内の「改善・改革」とを直接繋げ、PDCAサイクルによる実践をもって、教学運営の迅速

な遂行に努めている。 

また、同時期より重点目標に「地域貢献」を掲げ、平成26年度は全教員の報告書をもとに

「地域貢献賞」を設定して授与するなど、学内の士気向上を図った。さらに、平成26年度以

降の自己点検・評価活動において、新たに「自己点検・評価個人シート」の提出を求めて各

教員の教育・地域貢献活動を拾い上げ、それらをまとめて「学長総括シート」を作成した。

その内容を自己点検・評価報告書に取り入れるとともに、改善点等次年度への課題を全教員

へ周知した。（備付資料-10,84） 

学校教育法の一部改正に伴い、学長のリーダーシップの確立等ガバナンス改革を促進する

ため、副学長・教授会等の職や組織の規程を改正して教学運営に当たった。平成27年2月25

日に学則をはじめとする短大の72規程の改正と2規程の制定、法人の5規程の改正を実施した

（規程施行:平成27年4月1日）。 

本学における教学運営体制の審議機関として、「八戸学院大学・八戸学院短期大学運営会

議」（以下、「大学運営会議」）と「八戸学院短期大学教授会」（以下、「教授会」）があ

り、いずれも学則ならびに会議規程にその審議事項が定められている。 

なお、学長は教授会が意見を述べる事項を教授会に周知している。（提出資料-7、備付資

料-77） 

 

＜八戸学院大学・八戸学院短期大学運営会議＞学則第38条 

(1)教育研究に関する基本方針および教学運営上の全学的事項 

(2)教員の人事に関する事項 

(3)教授会の審議に関する基本的、共通的事項 

(4)各種分掌の組織および分掌内容に関する事項 

(5)学則・諸規程の制定・改廃および運用に関する事項 

(6)その他、学長が必要と認めた重要事項 
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＜八戸学院短期大学教授会＞学則第39条 

(1)教育課程に関する事項 

(2)前号にかかわる教育及び指導に関する事項 

(3)研究活動に関する事項 

(4)学生の入学、卒業および学位の授与に関する事項 

(5)学生の休学、退学、転学および復学等に関する事項 

(6)試験および学業成績に関する事項 

(7)学生の生活指導および賞罰に関する事項 

 (8)その他、学長が必要と認めた事項 

 

大学運営会議は、学則第38条第2項に基づいて八戸学院大学と八戸学院短期大学における全

学的な事項を審議する機関である。大学運営会議規程第2条に基づき、両学長、副学長、学長

補佐、学部長、学科長、各センター長、大学評価統括本部長、付置機関の施設長、事務局学

務部長で構成されている。大学運営会議規程第3条に基づいて毎月1回開催し、大学運営会議

の審議結果は学長からそれぞれの教授会において報告されている。 

平成27年度の開催状況は次のとおりである。 

 

表Ⅳ-B-1          平成27年度 大学運営会議開催状況 

開 催 日 審  議  案  件 

平成27年4月22日 (1)教員の採用について（看護学科４大化関係） 

(2)平成 27年度客員教授等の委嘱について 

(3)地域連携研究センター運営委員の追加について 

(4)八戸学院大学・八戸学院短期大学学内ワークスタディ規程の制定について 

5月27日 (1)教員の採用について（幼児保育学科） 

6月24日 (1)教員の採用について（人間健康学部） 

7月22日 (1)交通事故防止に向けて関係機関への要望について 

(2)平成 27年度海外研修の実施について 

9月30日 (1)学部名称変更に伴う学則改正について 

(2)看護学科新設に伴う学則（カリキュラム）改正について 

(3)八戸市、八戸学院大学、八戸学院短期大学の社会福祉連携協力に関する協定書について 

10月28日 情報共有を行った 

11月25日 (1)教員の採用について（ビジネス学部） 

12月22日 (1)八戸学院大学学則の改正について 

(2)八戸学院大学・八戸学院短期大学産業文化研究投稿・編集規程の改正について 

平成28年1月27日 (1)八戸学院短期大学次期学長推薦について 

(2)大学学部名称の変更及び短期大学看護学科の４大化に伴う諸規程等の改正について 

(3)平成 28年度からの昼休み時間の延長に伴う大学履修規程の改正について 

(4)八戸学院短期大学試験規程の改正について 

(5)八戸学院大学学生表彰規程の制定並びに八戸学院短期大学学生表彰規程の改正について 
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(6)八戸学院大学・八戸学院短期大学部活動奨励金内規の制定について 

(7)教員の採用について（人間健康学部） 

(8)教員の昇任について（ビジネス学部・人間健康学部） 

(9)平成 27年度海外研修（タイ・チェンマイ）の実施について 

(10)三八五グループとの健康連携協力に関する協定について 

    2月24日 (1)健康医療学部ＨＰ掲載用の教育理念・教育目的・教育目標の改正について 

(2)八戸学院大学・八戸学院短期大学地域連携研究センター規程の改正について 

(3)教員の採用について（ビジネス学部・人間健康学部） 

(4)教員の昇任について（ライフデザイン学科） 

3月11日（臨時） (1) 八戸学院大学並びに八戸学院短期大学諸規程の改正について 

(2) 教員の採用について（ビジネス学部） 

3月23日 (1) 八戸学院大学カリキュラムポリシーの改訂について 

(2) 平成 28年度客員教授等の委嘱について 

(3) 個人研究費の配分見直しについて 

(4) 平成 28年度海外研修について 

 

教授会は、「八戸学院短期大学教授会規程（諸規程集）」（以下、「教授会規程」）に基

づいて毎月1回開催されている。教授会規程第2条第2項第1号に基づき、教授のほかに准教授、

講師、助教その他の教職員をもって構成され、教育研究上の審議機関として適切に運営され

ている。（備付資料-77） 

学長は年度初めの教授会において、「建学の精神」「教育理念」「教育目的」「教育目標」

「三つの方針」「学長方針」「事業計画」を周知しており、すべての教員はこれらを認識し

ている。また、毎回の教授会において大学運営会議の内容を周知し、折りに触れて「学長方

針」と現在の課題を伝えている。 

学長は自ら精力的に教員に働きかけ、学習成果を獲得するための助言を教授会において行

っている。 

教授会の下には各種委員会があり、それぞれ委員会規程に基づき審議事項、構成などが規

定されており適切に運営されている。 

平成27年度の教授会開催状況は次のとおりである。 

 

表Ⅳ-B-2          平成27年度 教授会開催状況 

開催日 審 議 案 件 

平成27年4月1日 (1)学籍異動について  

(2)平成27年度学事暦・時間割について 

(3)平成27年度特待生について 

4月16日 (1)学籍異動について 

(2)平成27年度新入生特待生一覧について 

(3)平成27年度単位互換科目について 

(4)既修得単位の認定について 
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(5)科目等履修生の学籍番号について 

(6)平成27年度非常勤講師の追加について 

5月21日 (1)単位認定について 

(2)他学科履修願の提出について 

(3)幼児保育学科時間割の変更について  

6月18日 (1)学籍異動について 

(2)学生相談研修会（教職員対象）開催について 

7月16日 情報共有を行った 

9月17日 (1)学籍異動について 

(2)他学科履修願について 

(3)前期定期試験における不正行為について 

10月20日 

 

(1)他学科履修願について 

(2)修了判定および前期卒業判定について 

(3)平成28年度新入生宿泊研修（案）について 

11月21日 情報共有を行った 

12月17日 (1)試験規程の改正について 

平成28年1月21日 情報共有を行った 

2月18日 情報共有を行った 

臨時教授会2月18日 (1) 教員昇任審査委員会の審査について（ライフデザイン学科１名） 

2月29日 (1)平成27年度卒業判定および修了判定について 

3月15日 (1)学籍異動について 

(2)転科について 

(3)平成28年度学事暦・時間割(案)について 

(4)平成28年度非常勤講師について 

 

大学運営会議の議事録は教学事務室（八戸学院大学管理棟）に、教授会の議事録は本学事

務室に保管している。（備付資料-81,85） 

本学では、教授会の下に3つのセンターと8つの委員会が設置されている。各委員会は、そ

れぞれ設置規程に基づいて適切に教学運営に当たっている。委員会の内容は次のとおりであ

る。（備付資料-77） 
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 図Ⅳ-B-1 委員会組織図 

 

 各委員会は、その審議事項、決定事項について会議録を作成するとともに、教授会の審議

に掛け、もしくは報告をしている。各種委員会の会議録は、大学と合同のものは教学事務室

（八戸学院大学管理棟）に、本学単独のものは本学事務室に保管している。以上の通り、学

長は、教授会、各種委員会等を規程に基づいて適切に運営している。（備付資料-82） 

平成26年度に課題であった、ライフデザイン学科・看護学科の汎用的学習成果の測定およ

び評価資料の蓄積と分析は、両学科とも着実に実施されている。また、汎用的学習成果につ

いて入学時に説明し、在学中に社会人基礎力を自ら進んで身に付けるよう丁寧に指導してい

る。 

 

(b) 課題 

近年、改善に取り組んでいるライフデザイン学科と看護学科の汎用的学習成果の測定の評

価については、学長の指導のもと各学科で整備し活用しているが、各学科でさらなる資料の

蓄積と分析、それに基づいた行動が必要である。 

引き続き、重点目標（地域貢献の推進・自主性の涵養・独自性の発揮）の推進に努める。

特に学生と地域との連携を図り、協働研究を推進する。 

 なお、学科や委員会によっては、行事が間断なく続き、時間的余裕がない分掌もあり、企

画運営の選択・検討が必要である。 
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基準Ⅳ-B 学長のリーダーシップの改善計画 

学校教育法の一部改正に伴う規程整備を平成27年2月に行ったが、今後、随時見直しを行い、

適切な運営を実施する。 

学長は学習成果の向上を図るために中長期目標として、授業の充実、実習の厳正、品格の

向上を掲げている。多様な学生に対応するために、自主性の涵養を図る具体的な事業を展開

する。 

 

［基準Ⅳ-B の提出資料］ 

提出資料- 7 八戸学院短期大学学則 

 

［基準Ⅳ-B の備付資料］ 

備付資料-10 自己点検・評価個人シート 

備付資料-77 諸規程集 

備付資料-81 教授会議事録［平成27年度］ 

備付資料-82 各委員会等の会議録［平成27年度］ 

備付資料-84 地域貢献計画書、地域貢献報告書 

備付資料-85 八戸学院大学・八戸学院短期大学運営会議議事録［平成27年度］ 
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基準Ⅳ-C ガバナンス 

基準Ⅳ-C-1 監事は寄附行為の規定に基づいて適切に業務を行っている。 

(a) 現状 

監事は寄附行為第7条に基づいて、本法人の理事、職員または評議員以外から、評議員会な

らびに理事会の同意を得て選出している。平成27年度は金融機関役員1名を増やし、他学校法

人理事経験者、公認会計士の3名体制で監事会を定期開催し、業務監査・会計監査を実施した。

業務は書類監査に止まらず、理事会および評議員会への出席のほか、役員懇談会、主管部の

部課長との面談、法人主催の各種イベント等での意見収集、情報交換を行っている。（提出

資料-30） 

法人の業務および財産に関する監事監査は寄附行為第8条に基づき、計算書類および財産目

録の適合性の監査を実施し、公認会計士による会計監査報告会、決算報告の理事会・評議員

会において意見を述べている。平成27年5月22日の理事会において、監事より、法人の業務に

関する決定および執行は適正で、財産目録および計算書類は財産の状況を正しく表示してお

り、不正な行為または法令・寄附行為に違反する重大な指摘はないと説明があった。（備付

資料-70） 

 

(b) 課題 

特段の課題はない。 
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基準Ⅳ-C-2 評議員会は寄附行為の規定に基づいて開催し、理事長を含め役員の諮問機関と

して適切に運営している。 

(a) 現状 

評議員数に関して、本法人の規模に対する適正な定数を検討し、平成27年度に寄附行為変

更認可申請を行なって、寄附行為第5条を「理事8人～11人」に、また第17条を「評議員会は

17人～23人」に変更した。平成27年5月の任期満了に伴う改選で評議員数を3人減じて22人と

し、法律を順守している。評議員の内訳は、内部理事および教職員8人、法人の設置する学校

を卒業した者7人、外部理事および学識経験者7人である。（提出資料-30） 

評議員会は私立学校法第42条に従い、寄附行為第19条に次のように定め、適正に開催され

ている。 

 

（諮問事項） 

第19条 次の各号に掲げる事項については、理事長においてあらかじめ評議員会の意見を聞かなければならない。 

 (1) 予算、借入金（当該会計年度内の収入をもって償還する一時の借入金を除く）および基本財産の処分な

らびに運用財産中の不動産および積立金の処分 

(2) 事業計画 

(3) 予算外の重要なる義務の負担または権利の放棄 

(4) 寄附行為の変更 

 (5) 合併 

  (6) 目的たる事業の成功の不能による解散 

  (7) 寄付金品の募集に関する事項 

  (8) その他この法人の業務に関する重要事項で理事会において必要と認めるもの 

 

(b) 課題 

特段の課題はない。 
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基準Ⅳ-C-3 ガバナンスが適切に機能している。 

(a) 現状 

 「経営改善計画」（平成22年度から平成26年度までの5ケ年計画）は、平成26年7月に「経

営改善状況報告書」を提出したことで完了し、改善状況は順調であると評価された。現在、

新しい中期経営計画を「新学院構想推進戦略会議」（座長：大谷真樹八戸学院大学学長・常

務理事）において策定中である。（備付資料-88） 

 法人全体の財務状況は支出超過であるが、平成26年度は特殊要因を除けば単年度で帰属収

支差額プラスを確保した。平成27年度も古い備品や図書の廃棄、その他の特殊要因を考慮す

ればほぼ収支均衡している。 

 本学単体の収支差額は平成26年度1億6,400万円、平成27年度1億2,700万円で推移しており、

法人全体の収支安定へ寄与している。 

 予算編成は、毎年1月に各学科・各センター・各種委員会ごとに事業計画と予算案を策定し、

これに基づき総務部が中心となって各施設の担当部署と協議を重ね、2月に法人全体の予算案

を作成し、3月の評議員会での意見聴取後、理事会で決定している。年度内でやむを得ない事

由による予算の追加、その他変更を必要とするときは、予算の補正を行っている（通常の時

期は11月あるいは12月）。決定した予算（補正予算も同様）は、理事長から各施設長宛てに

通知している。 

 予算の執行（日々の会計処理）は「学校法人光星学院経理規程（諸規程集）」「学校法人

光星学院経理規程施行細則（諸規程集）」に基づき、各施設の経理担当部署において指定日

ごとに支払表を作成し、総務部（財務管財課）が取りまとめ、元帳に記帳処理する。払出・

振込の決裁は総務部長、事務局長を経て理事長が行い、総務部（財務管財課）が全施設分を

一括で処理している。月次試算表は総務部（財務管財課）が毎月作成のうえ、金融機関別預

金表とともに理事長に報告している。資産および資金の管理・運用はすべて理事長決裁であ

る。有価証券等の運用については、「学校法人光星学院資産運用規程（諸規程集）」に基づ

き、常任理事会の審議を経る手順となっている。（備付資料-77） 

 財産目録・計算書類等は会計年度終了後2ケ月以内に総務部（財務管財課）が案を作成し、

監事による監査および公認会計士による監査を受け、理事会に上程して承認を受けた後、評

議員会に報告している。公認会計士による会計監査終了後、理事長・常務理事・監事および

事務局幹部出席の下、公認会計士からの報告会（講評）や、公認会計士、監事および監査室

員による情報交換会を実施しており、指摘事項等については事務連絡協議会や事務部門長会

議で再確認し、各部署で持ち帰り適正化に努めている。（備付資料-76,86,87） 

 平成 19年度から開始したイノベーションプログラム（基金）の資金使途は、ハード面では

校舎建設やグラウンド整備、ソフト面では教育研究費への補助、東日本大震災で被災した法

人内教職員、園児、生徒、学生への義援金等となっており、平成 27年度は教職員向けの教育

研究費補助や体育館改装、備品購入等に活用した。（備付資料-66,89） 

 学校教育法施行規則による教育情報の公表および私立学校法による財務情報の公開につい

ては、それらの情報をホームページに掲載し、情報公開している。（備付資料-78） 

 

(b) 課題 

ガバナンスについては関係法令・寄附行為・学院諸規程等に基づき適切な管理運営がされ
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ており、特に課題はない。 
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基準Ⅳ-C ガバナンスの改善計画 

手続や規程等の管理・運用についての問題はないが、財務状況の向上が法人の課題である。

園児・生徒・学生数に見合った効率の良い経費支出や設備投資の効率的な配分実施による支

出削減を行うともに、収入増のために改組（看護学科の四年制大学化）や系列校との高大連

携などの諸施策をもって、学生募集に取り組んでいる。現在は、法人一体となった改革の最

中にある。今後はキャンパス施設（図書館、学生食堂）の利便性向上や、留学支援強化など

を学生募集の戦略とすべく、大学運営会議、常任理事会で協議していく。 

 

［基準Ⅳ-C の提出資料］ 

提出資料-30 学校法人光星学院寄附行為 

 

［基準Ⅳ-C の備付資料］ 

備付資料-66 イノベーションプログラム募集要項 

備付資料-70 公認会計士による監査の講評の資料 

備付資料-76 理事会議事録［平成 27年度］ 

備付資料-77 諸規程集 

備付資料-78 学校法人光星学院ウェブページ「情報公開」 

       http://kosei.hachinohe-u.ac.jp/kg/management/ 

備付資料-86 会計監査報告書［平成 27年度］ 

備付資料-87 評議員会議事録［平成 27年度］ 

備付資料-88 経営改善計画（平成 22年度から平成 26年度までの 5ケ年計画）、 

       経営改善状況報告書 

備付資料-89 イノベーションプログラム会計報告書 
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基準Ⅳ リーダーシップとガバナンスの行動計画 

理事長および学長の本学の管理運営体制に問題はなく、十分リーダーシップが発揮されて

いる。看護学科が四年制大学へ移行し、2学科になった短大の今後について、大学運営会議や

常任理事会で検討を開始している。法人の創立60周年を見据え、平成28年度～29年度の2年間

を60周年関連事業実施の年と位置付けて、平成27年度に準備委員会を設置した。今後は計画

の具体化および実施を滞りなく進めていく。 

第三者評価（機関別認証評価）の平成28年度受審に向けて、理事会の承認のもと、準備を

進めていく。 

 

◇ 基準Ⅳについての特記事項 

(1) 以上の基準以外にリーダーシップとガバナンスについて努力している事項。 

特になし。 

(2) 特別の事由や事情があり、以上の基準の求めることが実現（達成）できない事項。 

特になし。 
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